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令和3年（2021年）北海道森づくり研究成果発表会について

企業支援部 普及連携グループ 奥山 卓也

森林研究本部（林業試験場・林産試験場）では，

森林整備や木材利用に関する研究成果，開発技術，

活動事例をわかりやすく紹介し，本道における森づ

くりや木材利用に関する知識を深め，技術の向上を

図ることを目的とした研究成果発表会を，北海道水

産林務部と共催で毎年開催しています。

本年は5月14日（金）に「令和3年北海道森づくり

研究成果発表会」として，札幌市教育文化会館（札

幌市中央区北1条西13丁目）で開催を予定していまし

たが，新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止の

観点から開催方法を変更し，期間限定のWeb配信で

開催することとしました。

開催方法は，口頭発表についてはYouTubeチャン

ネル上に公開し，発表用ポスターについてはホーム

ページにて公開します。

※下記アドレスから閲覧できます。

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/event/

03seikaweb.html

公開期間は，口頭発表,ポスター発表ともに令和3

年6月1日(火）から令和3年6月30日(水）までとなり

ます。

口頭発表課題は，一般の部では，北海道森林管理局か

ら1件，北海道水産林務部から1件，北海道総合政策部か

ら1件，総合振興局から1件の計4件となります。

道総研森林研究本部の部では，林業試験場から5

件,林産試験場から4件の計9件となり，発表内容は次

の3つのテーマに分けられています。

1.「森林資源の循環利用のために（林業技術）」

2.「森林資源の循環利用のために（木材利用技術）」

3.「森の役割と森からの恵み」

林産試験場からは2.「森林資源の循環利用のため

に（木材利用技術）」のテーマで

・中高層建築物の外装に木材を使うために

・道産カラマツCLTの効率的な製造技術と接合技術

の開発

・バイオマスボイラーに使用する木チップ燃料を乾

燥する

・森林の循環利用を学ぶ木育用教材の開発

を発表します。

なお，林産試験場の上記4件の発表課題については

ポスターも併せて公開します。

ポスター発表は，一般の部では一般財団法人から1

件，森林総合研究所北海道支所から1件，総合振興局

から1件の計3件，道総研森林研究本部の部は，林業

試験場8件，林産試験場17件の計25件をホームページ

へ掲載します。

25件のうち4件(2課題）をテーマ「森林資源の循環

利用のために（林業試・林産試共同による林業・木

材利用技術）として発表します。

本誌では今回の発表会のうち，林産試験場の課題

を今月号から8月号まで3回に分けて特集しますの

で，こちらもぜひご一読ください。

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm

ポスター発表のイメージ
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